
























昭和 40 年 5 月 25 日








論文内容の要 ~ a 








実験動物には雄性の Na 2 系マウスを用い，河:腫療は森川の原発性胸膜腫蕩中，代表的組織型た
る定型的線維肉腫を呈するものを用いた。各代20--30P1i宛とし移植片は 0.5--1mm3 の細片としてマ
ウス腰部皮下に左右 1 ケ宛移植した。生物学的性状の記録故びに移植腫蕩及び転移巣の組織学的検策
を詳細に行ない ， tf;)-: に継代20代， 30代及び40代の 3l世代については移植後 2 週間目毎に腫療を採取
し，同一世代における腫場組織像の変遷について検策した。
1 )森川腫湯の生物学的性状及びその推移:森川腫療は継代当初より代を主ねるうちにその生物学
的性状に変化を来たした口その経過を通覧すると 3 ~Jl に分ち得る。第 I 期(継代 1 代より 7 代目迄)
:移柏率は80.4% という高率で，平均腫蕩触知日数は最も早く 5.6 日である。腫虜増殖期間も 4 週で
最も速いが平均生存日数は 6.7 週で最も短い。 ~11î転移は未だ起きていない。第 E 期(継代 8 代より 19
代目迄) :移植率は80.8% と高率を示すが，平均腫場触知日数は 9.4 日，平均増殖期間は 6 週，平均




均 l陸揚触知日数は13.4 日，増殖期間は 9 週，平均生存日数は14.2週で何れも著しく延長する。
2) 皮下継代移植に伴う開蕩組織保の変化:継代をmねるうちに，定型的な線維肉腫傑を呈する可
腫場組織像に変異を来たした。その組織像は次の 3 種の形態に大別し得る。 I 型:母腫湯に見る定型
的線維肉腫像。 II 型:多形化の傾向をもっ税制:肉腫像で細胞は異型性の強い紡錘型，細胞間隙は疎と
なる。皿型:主として多形細胞内腫像を呈し，細胞の巨細胞化が目だつ。生物学的性状の推移と対比
すると，第 1 j羽は I 型を主とするが，次第に制胞の遊離性に官む E 型細胞が優位となり，肺に転移を
起した第 8 代目， R[J ち第 II j旧に入ると H 型組織像が主となる。第 H 期後半，即ち生物学的性状の低下
傾向の現れる 17代目頃から E型が目だち，第皿 ~)jでは皿型が優位を占め壊死傾向も強くなるO 第 E期
において同一 [j1代における経内的な組織像の変化を検べると，移植後 2 週目では I 型，以後 3 ， 4 , 
6 週は E 型を主とするが，次第に多形性をL11j，びて 8 ， 10週では圃型が主体となる。
3) 転移巣の組織像:肺転移巣は主として気管技周囲の小動脈を中心として発育し，腫蕩塊が未だ
血管腔内 lこ留まる早期ではその組織型は H 型が主で一部圃型のものがある。一且血管を破って侵潤性
増殖をはじめた段階では中央部が II ， III 型，周囲の最も優勢を占める部は I~組織像を示す。大きい
転移結節では原発腫男の組織学的推移を再現し，周辺より中心部に向い 1 ， II , III 型の配列を示し，
中心部では壊死も見られる。
〔総括1
1 )森川腫療の継代皮下移植の初代より 50代までの全経過は 3 期に分類することが出来る。第 I 期
( 1 --7 代) :高い移植率を示すも未だ肺転移の証明されない時期。第 E 期 (8 --19代) :高い移植
率と肺転移率を示す時期。第皿期(20--50代) :低いながらも恒常的な移植率及び転移率を示す時期。
平均腫湯触知日数，平均増殖期間及び平均生存期間は第 I 期より第皿期に移行するにつれて著しい




2) 皮下継代移植を市ーねるうちに森川腰湯の主組織像は I 型(定型的線維肉腫像)から H 型(多形
化の傾向を枯び，紡錘型細胞を主とする線維肉腫像) , 更に皿型(多形肉腫像)へと推移を示した。
継代時期別にみると第 I ;B-Jj: I--II 型，第 H 期: I -III 型，第皿期:皿型に相当する口同一世代でも
移植されてから腫湯死する迄の期聞に I 型より E型への組織型の変化を示す。













1 )第 1 代より第 7 代迄(第 1 期)は定型的線維肉腫像 C 1 型組織像)を主とし，旺盛な局所的発





2 )本腫湯が継代と共に示した組織像の推移 C 1 型→ H 型→皿型)は同一世代内に於いても移植し
てより動物が腫場死する迄の期間内に日時の経過に従って変化するのが見られた口
3) 肺転移巣に於いても皮下腫蕩と同様の組織学的推移を示すが，大血管内に見出し得る腫蕩組織
塊は常に慌離し易い II ，匝型組織像を示した。
4 )以上の所見より本腫湯の転移発生には皮下移植腫療の組織保，殊にその慌離性との聞にかなり
緊官な関係がある事を実験的に知り得た。
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